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NY マーケットレポート（2019 年 3 月 18 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、FOMC や英国の EU 離脱修正案の議会採決などを控え、序盤のドル円、クロス円は積極的な売買

が手控えられ、小動きに終始した。こうした中、英下院議長が、否決された修正案に新たな修正がないまま

再び採決することを拒否したとの報道を受けて、合意なき離脱への懸念が高まり、ポンドが対主要通貨で売

れるなどリスク回避の動きから、ドル円・クロス円も連れ安となった。その後、マイナス圏に下落していた

ダウ平均株価がプラス圏に反発し、上げ幅を拡大したこともあり、引けにかけては底固い値動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

3 月 NAHB 住宅市場指数 62（予想 63・前回 62） 

3 月の NAHB 米住宅市場指数は、市場予想を下回り、前月から横ばいとなった。現況、先行指数は前月から上

昇となったものの、購買見込客指数が前月から減少したことが影響した。だだ、昨年 12 月に 2015 年以来の

低水準を付けた後は、比較的安定しているとの結果となっていることで、建設業者が楽観を強めていること

が示唆されている。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ダウ平均は4営業日続伸、ナスダック、S&P500は続伸 

米株式市場は、ドイツ最大手のドイツ銀行とコメルツ銀行と経営統合を視野に交渉していると発表されたこ

とが好感され、金融株を中心に買いが優勢となった。さらに、米原油価格が約 4 ヵ月ぶりの高値となったこ

とで、収益改善が意識された石油株の上昇も下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤はやや上値の重い

動きも見られ、一時前日比 63 ドル安まで下落したが、その後は堅調な動きとなり、終盤に 75 ドル高まで上

昇した。結局 65 ドル高で終了し、4 営業日続伸となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは、0.3％高

の 25 ポイント高で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル円・クロス円は一時下落も底固い 

FOMC や英国の EU 離脱修正案の議会採決などを控え、積極的な売買が手控えられ、ドル円は序盤から 111.50

台で小動きの展開となった。こうした中、バーコウ英下院議長が、議会が拒否した離脱協定修正案の採決に

対し、新たな修正がないまま 3 度目の議会採決にかけることを拒否したと報じられ、合意なき離脱への思惑

を背景にポンド売りとなり、リスク回避の動きからドル円・クロス円も連れ安となった。さらに、ロンドン

フィキシングの時間帯と重なり、円買いの観測も加わった。その後、マイナス圏に下落していたダウ平均株

価がプラス圏に反発し、上げ幅を拡大したこともあり、引けにかけては値を戻す展開となった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


